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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】クラウドサーバーから印刷対象ファイルが送信
されるまで、印刷装置が次ジョブを待たされることがな
く、印刷装置が保有する印刷設定を使用することができ
、携帯端末に記憶されている認証情報の印刷装置への通
知も不要な印刷システムを提供する。
【解決手段】携帯端末２の要求によりＳ１４、印刷装置
１で印刷設定プロファイルが作成されアドレス情報とと
もに携帯端末に転送されＳ１、サーバー３に転送される
Ｓ１６。携帯端末はユーザー操作に基づき、サーバー内
の印刷対象データを選択し、印刷設定プロファイルによ
る印刷設定で印刷する指示をサーバーに行うＳ１７。サ
ーバーは、印刷対象データと印刷設定プロファイルを含
む印刷ジョブを携帯端末から転送されたアドレス情報の
印刷装置へ送信するＳ２４。印刷装置は、印刷ジョブを
受信しＳ３、印刷対象データを印刷設定プロファイルに
示される印刷設定で印刷するＳ４、５。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相互に接続可能な印刷装置と携帯端末装置とサーバーとを備えた印刷システムであって
、
　前記印刷装置は、
　印刷設定プロファイルを作成するプロファイル作成手段と、
　前記プロファイル作成手段により作成された印刷設定プロファイルと自装置のアドレス
情報を、前記携帯端末装置からの要求に応じて携帯端末装置に送信する送信手段と、
　を備え、
　前記携帯端末装置は、
　表示手段と、
　前記印刷装置に対し、作成された前記印刷設定プロファイル及び印刷装置のアドレス情
報の自装置への転送を要求する転送要求手段と、
　前記転送要求手段による要求に基づいて、前記印刷装置で作成され転送されてきた前記
印刷設定プロファイル及びアドレス情報を、前記サーバーに転送する転送手段と、
　ユーザーの操作に基づいて、前記サーバーに保存されている１個または複数個の印刷対
象データの中から印刷対象データを選択し、該選択された印刷対象データを前記印刷設定
プロファイルによる印刷設定で印刷するための印刷指示を、前記サーバーに対して行う印
刷指示手段と、
　を備え、
　前記サーバーは、
　１個または複数個の印刷対象データを保存する保存手段と、
　前記携帯端末装置から転送されてきた印刷設定プロファイルとアドレス情報とを受信す
る受信手段と、
　前記携帯端末装置からの印刷指示に基づいて、前記選択された印刷対象データと前記受
信手段により受信した印刷設定プロファイルとを含む印刷ジョブを、前記受信手段により
受信したアドレス情報で示される印刷装置へ送信する送信手段と、
　を備え、
　前記印刷装置はさらに、
　前記サーバーから送信されてきた前記印刷ジョブを受信する受信手段と、
　前記受信した印刷ジョブに含まれる印刷対象データを、印刷ジョブに含まれる印刷設定
プロファイルに示される印刷設定にて印刷を行う印刷実行手段と、
　を備えたことを特徴とする印刷システム。
【請求項２】
　前記携帯端末装置は、前記表示手段上でのユーザー操作に基づいて、前記印刷装置側の
印刷設定画面により印刷設定を行う印刷設定手段を備え、前記転送要求手段は、前記印刷
装置に対し、前記印刷設定手段により行われた前記印刷設定について、前記印刷設定プロ
ファイルの作成を要求する請求項１に記載の印刷システム。
【請求項３】
　前記携帯端末装置は、前記印刷設定手段の機能を実現するための第１のアプリケーショ
ンと、前記印刷指示手段の機能を実現するための第２のアプリケーションと、前記転送要
求手段と転送手段の機能を実現するための第３のアプリケーションを備え、
　ユーザーによって、前記表示手段に表示された前記第１のアプリケーションのアイコン
が前記第２のアプリケーションのアイコンに重ねられて、予め設定された前記第３のアプ
リケーションの起動操作が行われることにより、前記第３のアプリケーションが起動する
ものとなされている請求項２に記載の印刷システム。
【請求項４】
　前記携帯端末装置は、前記印刷設定手段の機能を実現するための第１のアプリケーショ
ンと、前記印刷指示手段の機能を実現するための第２のアプリケーションと、前記転送要
求手段と転送手段の機能を実現するための第３のアプリケーションを備え、
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　前記第３のアプリケーションは、前記第１のアプリケーションが起動中か否かを判断し
、起動中でなければ、接続可能な印刷装置を検索し、検索した印刷装置の中からユーザー
によって選択された印刷装置に対して前記印刷設定プロファイルの転送要求を行う機能を
有する請求項２に記載の印刷システム。
【請求項５】
　前記携帯端末装置は、前記印刷設定手段の機能を実現するための第１のアプリケーショ
ンと、前記印刷指示手段の機能を実現するための第２のアプリケーションと、前記転送要
求手段と転送手段の機能を実現するための第３のアプリケーションを備え、
　前記第３のアプリケーションは、前記第１のアプリケーション及び／または第２のアプ
リケーションに基づいて自装置が予め登録されたアクセス先にアクセスしているかどうか
を判断し、予め登録されたアクセス先以外のアクセス先にアクセスしている場合は、ユー
ザー操作に基づいてそのアクセス先を登録する機能を有する請求項２に記載の印刷システ
ム。
【請求項６】
　前記印刷装置から携帯端末装置に転送されさらにサーバーに転送される前記印刷設定プ
ロファイルには、暗号化キーが付加され、前記印刷装置は、前記サーバーから送信された
印刷設定プロファイルに付加された暗号化キーにより、その印刷設定プロファイルが自身
が作成した印刷設定プロファイルであることを確認する請求項１～５のいずれかに記載の
印刷システム。
【請求項７】
　前記携帯端末装置の転送手段は、前記印刷設定プロファイルを属性情報を付加して前記
サーバーに転送し、前記印刷指示手段は選択した印刷対象データを示す選択情報に前記属
性情報と同一の属性情報を付加して前記サーバーに送信する請求項１～６のいずれかに記
載の印刷システム。
【請求項８】
　前記印刷装置は、印刷可能状態であることを前記携帯端末装置に通知する通知手段を備
え、
　前記携帯端末装置は、印刷装置から印刷可能状態であることが通知されると、印刷装置
が印刷可能状態であることを示すアイコンを前記表示手段に表示するとともに、ユーザー
によって前記アイコンが操作されたときに、前記サーバーに前記印刷ジョブの印刷装置へ
の転送を指示する請求項１～７のいずれかに記載の印刷システム。
【請求項９】
　印刷装置とサーバーとに接続可能な携帯端末装置であって、
　表示手段と、
　前記印刷装置に対し、該印刷装置で作成された印刷設定プロファイル及び印刷装置のア
ドレス情報の自装置への転送を要求する転送要求手段と、
　前記転送要求手段による要求に基づいて、前記印刷装置で作成され転送されてきた前記
印刷設定プロファイル及びアドレス情報を、前記サーバーに転送する転送手段と、
　ユーザーの操作に基づいて、前記サーバーに保存されている１個または複数個の印刷対
象データの中から印刷対象データを選択し、該選択された印刷対象データを前記印刷設定
プロファイルによる印刷設定で印刷するための印刷指示を、前記サーバーに対して行う印
刷指示手段と、
　を備えたことを特徴とする携帯端末装置。
【請求項１０】
　前記表示手段上でのユーザー操作に基づいて、前記印刷装置側の印刷設定画面により印
刷設定を行う印刷設定手段を備え、前記転送要求手段は、前記印刷装置に対し、前記印刷
設定手段により行われた前記印刷設定について、前記印刷設定プロファイルの作成を要求
する請求項９に記載の携帯端末装置。
【請求項１１】
　前記印刷設定手段の機能を実現するための第１のアプリケーションと、前記印刷指示手
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段の機能を実現するための第２のアプリケーションと、前記転送要求手段と転送手段の機
能を実現するための第３のアプリケーションを備え、
　ユーザーによって、前記表示手段に表示された前記第１のアプリケーションのアイコン
が前記第２のアプリケーションのアイコンに重ねられて、予め設定された前記第３のアプ
リケーションの起動操作が行われることにより、前記第３のアプリケーションが起動する
ものとなされている請求項１０に記載の携帯端末装置。
【請求項１２】
　前記印刷設定手段の機能を実現するための第１のアプリケーションと、前記印刷指示手
段の機能を実現するための第２のアプリケーションと、前記転送要求手段と転送手段の機
能を実現するための第３のアプリケーションを備え、
　前記第３のアプリケーションは、前記第１のアプリケーションが起動中か否かを判断し
、起動中でなければ、接続可能な印刷装置を検索し、検索した印刷装置の中からユーザー
によって選択された印刷装置に対して前記印刷設定プロファイルの転送要求を行う機能を
有する請求項１０に記載の携帯端末装置。
【請求項１３】
　前記印刷設定手段の機能を実現するための第１のアプリケーションと、前記印刷指示手
段の機能を実現するための第２のアプリケーションと、前記転送要求手段と転送手段の機
能を実現するための第３のアプリケーションを備え、
　前記第３のアプリケーションは、前記第１のアプリケーション及び／または第２のアプ
リケーションに基づいて自装置が予め登録されたアクセス先にアクセスしているかどうか
を判断し、予め登録されたアクセス先にアクセスしている場合は、ユーザー操作に基づい
てそのアクセス先を登録する機能を有する請求項１０に記載の携帯端末装置。
【請求項１４】
　前記転送手段は、前記印刷設定プロファイルを属性情報を付加して前記サーバーに転送
し、前記印刷指示手段は選択した印刷対象データを示す選択情報に前記属性情報と同一の
属性情報を付加して前記サーバーに送信する請求項９～１３のいずれかに記載の携帯端末
装置。
【請求項１５】
　前記携帯端末装置は、印刷装置から通知された印刷可能状態であることを示すアイコン
を前記表示手段に表示するとともに、ユーザーによって前記アイコンが操作されたときに
、前記サーバーに前記印刷ジョブの印刷装置への転送を指示する請求項９～１４のいずれ
かに記載の携帯端末装置。
【請求項１６】
　印刷装置とサーバーとに接続可能な携帯端末装置のコンピュータに、
　前記印刷装置に対し、該印刷装置で作成された印刷設定プロファイル及び印刷装置のア
ドレス情報の自装置への転送を要求する転送要求ステップと、
　前記転送要求ステップによる要求に基づいて、前記印刷装置で作成され転送されてきた
前記印刷設定プロファイル及びアドレス情報を、前記サーバーに転送する転送手段と、
　ユーザーの操作に基づいて、前記サーバーに保存されている１個または複数個の印刷対
象データの中から印刷対象データを選択し、該選択された印刷対象データを前記印刷設定
プロファイルによる印刷設定で印刷するための印刷指示を、前記サーバーに対して行う印
刷指示ステップと、
　を実行させるための印刷制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、相互に接続可能な印刷装置と携帯端末装置とサーバーとを備えた印刷シス
テム、携帯端末装置及び印刷制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　スマートフォンやタブレット端末等からなる携帯端末装置にクラウドサーバーへアクセ
スできるブラウザを搭載し、このブラウザを介してサーバーにアクセスしてサーバーに保
存されているファイルを印刷対象データとして選択設定する技術は公知である。一方、携
帯端末装置に印刷装置を操作するためのアプリケーションやブラウザを搭載して、印刷装
置にアクセスし、携帯端末装置から印刷装置に対して印刷設定を行う技術も公知である。
【０００３】
　しかし、このようなサーバーに対する印刷対象データの選択設定と印刷装置に対する印
刷設定とは、いずれも同一の携帯端末装置から行われるにもかかわらず、設定内容自体は
サーバー側や印刷装置側にあるうえ、サーバーに対するデータ選択用のブラウザと、印刷
装置に対する印刷設定用のアプリケーションやブラウザとは、従来では全く連携がとれて
いなかったため、印刷装置に対して行われた印刷設定で、クラウドサーバーに対して選択
したデータを印刷することはできなかった。
【０００４】
　従来、クラウドサーバー上の印刷対象データを印刷装置で印刷させる印刷システムとし
て、特許文献１には、携帯端末装置が印刷装置から印刷設定項目を取得して携帯端末上で
ユーザに印刷設定を行わせる一方、携帯端末装置はさらにサーバーに保存された印刷対象
データの情報を取得し表示して、ユーザーに印刷対象データを選択させ、ユーザーが携帯
端末装置上で行った印刷設定及びデータ選択の情報を付して、印刷装置に印刷要求を行い
、印刷装置は携帯端末装置からの情報に基づいてサーバーから印刷対象データを取得し、
この取得したデータを、携帯端末装置で設定された印刷設定に従って印刷する印刷システ
ムが提案されている。
【０００５】
　また、クラウドサーバー上で接続可能な印刷装置を識別し、ユーザーが印刷物を出力し
たい印刷装置を選択し印刷を行う方法や、印刷装置がクラウドサーバーにログインしてい
る携帯端末装置からログインのためのＩＤやパスワード等の認証情報を取得し、この認証
情報を用いて印刷装置からサーバーにログインし印刷対象データを取得して印刷する方法
等も知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－０８３９８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１に記載の技術は、印刷対象データはサーバーから転送され、
印刷設定は携帯端末装置から行われるため、印刷装置は印刷設定完了後、印刷対象データ
が転送されるまで待ち続ける必要があり、その間、次のジョブの印刷設定を行うことがで
きないという問題がある。
【０００８】
　また、クラウドサーバー上で接続可能な印刷装置を識別し、ユーザーが印刷物を出力し
たい印刷装置を選択し印刷を行う方法では、サーバーが保有する印刷設定以外は行えず、
印刷装置が保有する印刷設定は行えない、という問題がある。
【０００９】
　また、印刷装置がクラウドサーバーにログインしている携帯端末装置からログインのた
めの認証情報を取得し、この認証情報を用いて印刷装置からサーバーにログインし印刷対
象データを取得して印刷する方法では、携帯端末装置に記憶されている認証情報が印刷装
置に通知されるため、セキュリティ上の問題がある。
【００１０】
　この発明は、このような問題を解決するためになされたものであって、クラウドサーバ
ーから印刷対象ファイルが送信されてくるまで、印刷装置が次ジョブを待たされることが



(6) JP 2016-38687 A 2016.3.22

10

20

30

40

50

なく、しかも印刷装置が保有する印刷設定を使用することができ、さらに携帯端末装置に
記憶されている認証情報を印刷装置に通知する必要のない印刷システム、携帯端末装置及
び印刷制御プログラムを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題は、以下の手段によって解決される。
（１）相互に接続可能な印刷装置と携帯端末装置とサーバーとを備えた印刷システムであ
って、前記印刷装置は、印刷設定プロファイルを作成するプロファイル作成手段と、前記
プロファイル作成手段により作成された印刷設定プロファイルと自装置のアドレス情報を
、前記携帯端末装置からの要求に応じて携帯端末装置に送信する送信手段と、を備え、前
記携帯端末装置は、表示手段と、前記印刷装置に対し、作成された前記印刷設定プロファ
イル及び印刷装置のアドレス情報の自装置への転送を要求する転送要求手段と、前記転送
要求手段による要求に基づいて、前記印刷装置で作成され転送されてきた前記印刷設定プ
ロファイル及びアドレス情報を、前記サーバーに転送する転送手段と、ユーザーの操作に
基づいて、前記サーバーに保存されている１個または複数個の印刷対象データの中から印
刷対象データを選択し、該選択された印刷対象データを前記印刷設定プロファイルによる
印刷設定で印刷するための印刷指示を、前記サーバーに対して行う印刷指示手段と、を備
え、前記サーバーは、１個または複数個の印刷対象データを保存する保存手段と、前記携
帯端末装置から転送されてきた印刷設定プロファイルとアドレス情報とを受信する受信手
段と、前記携帯端末装置からの印刷指示に基づいて、前記選択された印刷対象データと前
記受信手段により受信した印刷設定プロファイルとを含む印刷ジョブを、前記受信手段に
より受信したアドレス情報で示される印刷装置へ送信する送信手段と、を備え、前記印刷
装置はさらに、前記サーバーから送信されてきた前記印刷ジョブを受信する受信手段と、
前記受信した印刷ジョブに含まれる印刷対象データを、印刷ジョブに含まれる印刷設定プ
ロファイルに示される印刷設定にて印刷を行う印刷実行手段と、を備えたことを特徴とす
る印刷システム。
（２）前記携帯端末装置は、前記表示手段上でのユーザー操作に基づいて、前記印刷装置
側の印刷設定画面により印刷設定を行う印刷設定手段を備え、前記転送要求手段は、前記
印刷装置に対し、前記印刷設定手段により行われた前記印刷設定について、前記印刷設定
プロファイルの作成を要求する前項１に記載の印刷システム。
（３）前記携帯端末装置は、前記印刷設定手段の機能を実現するための第１のアプリケー
ションと、前記印刷指示手段の機能を実現するための第２のアプリケーションと、前記転
送要求手段と転送手段の機能を実現するための第３のアプリケーションを備え、ユーザー
によって、前記表示手段に表示された前記第１のアプリケーションのアイコンが前記第２
のアプリケーションのアイコンに重ねられて、予め設定された前記第３のアプリケーショ
ンの起動操作が行われることにより、前記第３のアプリケーションが起動するものとなさ
れている前項２に記載の印刷システム。
（４）前記携帯端末装置は、前記印刷設定手段の機能を実現するための第１のアプリケー
ションと、前記印刷指示手段の機能を実現するための第２のアプリケーションと、前記転
送要求手段と転送手段の機能を実現するための第３のアプリケーションを備え、前記第３
のアプリケーションは、前記第１のアプリケーションが起動中か否かを判断し、起動中で
なければ、接続可能な印刷装置を検索し、検索した印刷装置の中からユーザーによって選
択された印刷装置に対して前記印刷設定プロファイルの転送要求を行う機能を有する前項
２に記載の印刷システム。
（５）前記携帯端末装置は、前記印刷設定手段の機能を実現するための第１のアプリケー
ションと、前記印刷指示手段の機能を実現するための第２のアプリケーションと、前記転
送要求手段と転送手段の機能を実現するための第３のアプリケーションを備え、前記第３
のアプリケーションは、前記第１のアプリケーション及び／または第２のアプリケーショ
ンに基づいて自装置が予め登録されたアクセス先にアクセスしているかどうかを判断し、
予め登録されたアクセス先以外のアクセス先にアクセスしている場合は、ユーザー操作に
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基づいてそのアクセス先を登録する機能を有する前項２に記載の印刷システム。
（６）前記印刷装置から携帯端末装置に転送されさらにサーバーに転送される前記印刷設
定プロファイルには、暗号化キーが付加され、前記印刷装置は、前記サーバーから送信さ
れた印刷設定プロファイルに付加された暗号化キーにより、その印刷設定プロファイルが
自身が作成した印刷設定プロファイルであることを確認する前項１～５のいずれかに記載
の印刷システム。
（７）前記携帯端末装置の転送手段は、前記印刷設定プロファイルを属性情報を付加して
前記サーバーに転送し、前記印刷指示手段は選択した印刷対象データを示す選択情報に前
記属性情報と同一の属性情報を付加して前記サーバーに送信する前項１～６のいずれかに
記載の印刷システム。
（８）前記印刷装置は、印刷可能状態であることを前記携帯端末装置に通知する通知手段
を備え、前記携帯端末装置は、印刷装置から印刷可能状態であることが通知されると、印
刷装置が印刷可能状態であることを示すアイコンを前記表示手段に表示するとともに、ユ
ーザーによって前記アイコンが操作されたときに、前記サーバーに前記印刷ジョブの印刷
装置への転送を指示する前項１～７のいずれかに記載の印刷システム。
（９）印刷装置とサーバーとに接続可能な携帯端末装置であって、表示手段と、前記印刷
装置に対し、該印刷装置で作成された印刷設定プロファイル及び印刷装置のアドレス情報
の自装置への転送を要求する転送要求手段と、前記転送要求手段による要求に基づいて、
前記印刷装置で作成され転送されてきた前記印刷設定プロファイル及びアドレス情報を、
前記サーバーに転送する転送手段と、ユーザーの操作に基づいて、前記サーバーに保存さ
れている１個または複数個の印刷対象データの中から印刷対象データを選択し、該選択さ
れた印刷対象データを前記印刷設定プロファイルによる印刷設定で印刷するための印刷指
示を、前記サーバーに対して行う印刷指示手段と、を備えたことを特徴とする携帯端末装
置。
（１０）前記表示手段上でのユーザー操作に基づいて、前記印刷装置側の印刷設定画面に
より印刷設定を行う印刷設定手段を備え、前記転送要求手段は、前記印刷装置に対し、前
記印刷設定手段により行われた前記印刷設定について、前記印刷設定プロファイルの作成
を要求する前項９に記載の携帯端末装置。
（１１）前記印刷設定手段の機能を実現するための第１のアプリケーションと、前記印刷
指示手段の機能を実現するための第２のアプリケーションと、前記転送要求手段と転送手
段の機能を実現するための第３のアプリケーションを備え、ユーザーによって、前記表示
手段に表示された前記第１のアプリケーションのアイコンが前記第２のアプリケーション
のアイコンに重ねられて、予め設定された前記第３のアプリケーションの起動操作が行わ
れることにより、前記第３のアプリケーションが起動するものとなされている前項１０に
記載の携帯端末装置。
（１２）前記印刷設定手段の機能を実現するための第１のアプリケーションと、前記印刷
指示手段の機能を実現するための第２のアプリケーションと、前記転送要求手段と転送手
段の機能を実現するための第３のアプリケーションを備え、前記第３のアプリケーション
は、前記第１のアプリケーションが起動中か否かを判断し、起動中でなければ、接続可能
な印刷装置を検索し、検索した印刷装置の中からユーザーによって選択された印刷装置に
対して前記印刷設定プロファイルの転送要求を行う機能を有する前項１０に記載の携帯端
末装置。
（１３）前記印刷設定手段の機能を実現するための第１のアプリケーションと、前記印刷
指示手段の機能を実現するための第２のアプリケーションと、前記転送要求手段と転送手
段の機能を実現するための第３のアプリケーションを備え、前記第３のアプリケーション
は、前記第１のアプリケーション及び／または第２のアプリケーションに基づいて自装置
が予め登録されたアクセス先にアクセスしているかどうかを判断し、予め登録されたアク
セス先にアクセスしている場合は、ユーザー操作に基づいてそのアクセス先を登録する機
能を有する前項１０に記載の携帯端末装置。
（１４）前記転送手段は、前記印刷設定プロファイルを属性情報を付加して前記サーバー
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に転送し、前記印刷指示手段は選択した印刷対象データを示す選択情報に前記属性情報と
同一の属性情報を付加して前記サーバーに送信する前項９～１３のいずれかに記載の携帯
端末装置。
（１５）前記携帯端末装置は、印刷装置から通知された印刷可能状態であることを示すア
イコンを前記表示手段に表示するとともに、ユーザーによって前記アイコンが操作された
ときに、前記サーバーに前記印刷ジョブの印刷装置への転送を指示する前項９～１４のい
ずれかに記載の携帯端末装置。
（１６）印刷装置とサーバーとに接続可能な携帯端末装置のコンピュータに、前記印刷装
置に対し、該印刷装置で作成された印刷設定プロファイル及び印刷装置のアドレス情報の
自装置への転送を要求する転送要求ステップと、前記転送要求ステップによる要求に基づ
いて、前記印刷装置で作成され転送されてきた前記印刷設定プロファイル及びアドレス情
報を、前記サーバーに転送する転送手段と、ユーザーの操作に基づいて、前記サーバーに
保存されている１個または複数個の印刷対象データの中から印刷対象データを選択し、該
選択された印刷対象データを前記印刷設定プロファイルによる印刷設定で印刷するための
印刷指示を、前記サーバーに対して行う印刷指示ステップと、を実行させるための印刷制
御プログラム。
【発明の効果】
【００１２】
　前項（１）に記載の発明によれば、印刷装置で印刷設定プロファイルが作成され、携帯
端末装置の要求により、作成された印刷設定プロファイルが印刷装置のアドレス情報とと
もに携帯端末装置に転送され、さらにサーバーに転送される。一方、携帯端末装置はユー
ザーの操作に基づいて、サーバーに保存されている１個または複数個の印刷対象データの
中から印刷対象データを選択し、選択された印刷対象データを印刷設定プロファイルによ
る印刷設定で印刷するための印刷指示をサーバーに対して行う。サーバーは、印刷対象デ
ータと携帯端末装置から転送された印刷設定プロファイルを含む印刷ジョブを、携帯端末
装置から転送されたアドレス情報で示される印刷装置へ送信し、印刷装置は、サーバーか
ら送信されてきた印刷ジョブを受信し、受信した印刷ジョブに含まれる印刷対象データを
、印刷ジョブに含まれる印刷設定プロファイルに示される印刷設定にて印刷する。
【００１３】
　従って、印刷装置は、印刷設定プロファイルを含む印刷ジョブがサーバーから受信した
ときに印刷を行えば良く、印刷設定とは別に印刷対象データのみをサーバーから取得する
ために次のジョブの印刷設定を行うことができない、という不都合はなくなる。
【００１４】
　また、印刷装置が印刷設定プロファイルを作成するから、印刷装置固有の印刷設定を利
用することができる。しかも、携帯端末装置に記憶されている認証情報を印刷装置に通知
する必要もないので、セキュリティ上の問題がなくなる。
【００１５】
　前項（２）に記載の発明によれば、携帯端末装置でのユーザー操作に基づき、印刷装置
側の印刷設定画面により行われた印刷設定が印刷装置に送信され、印刷設定プロファイル
が作成される。
【００１６】
　前項（３）に記載の発明によれば、ユーザーによって、携帯端末装置の表示手段に表示
された第１のアプリケーションのアイコンが第２のアプリケーションのアイコンに重ねら
れて、予め設定された第３のアプリケーションの起動操作が行われることにより、前記第
３のアプリケーションが起動するものとなされているから、簡単な操作で第３のアプリケ
ーションを起動させることができ、印刷設定プロファイルとアドレス情報を転送すること
ができる。
【００１７】
　前項（４）に記載の発明によれば、第３のアプリケーションは、第１のアプリケーショ
ンが起動中か否かを判断し、起動中でなければ、接続可能な印刷装置を検索し、検索した
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印刷装置の中からユーザーによって選択された印刷装置に対して印刷設定プロファイルの
転送要求を行うことができる。
【００１８】
　前項（５）に記載の発明によれば、第３のアプリケーションは、第１のアプリケーショ
ン及び／または第２のアプリケーションに基づいて自装置が予め登録されたアクセス先に
アクセスしているかどうかを判断し、予め登録されたアクセス先以外のアクセス先にアク
セスしている場合は、ユーザー操作に基づいてそのアクセス先を登録する機能を有するか
ら、新たなアクセス先を簡単な操作で登録することができる。
【００１９】
　前項（６）に記載の発明によれば、印刷装置は、サーバーから送信された印刷設定プロ
ファイルに付加された暗号化キーにより、その印刷設定プロファイルが自身が発行した印
刷設定プロファイルであることを容易に確認できる。
【００２０】
　前項（７）に記載の発明によれば、サーバーは属性情報により印刷設定プロファイルと
選択された印刷対象データを容易に関連付けることができる。
【００２１】
　前項（８）に記載の発明によれば、印刷装置は、印刷可能状態であるときにサーバーか
らの印刷ジョブを受信して、印刷を効率的に行うことができる。
【００２２】
　前項（９）に記載の発明によれば、印刷設定とは別に印刷対象データのみをサーバーか
ら取得するために次のジョブの印刷設定を行うことができない、という不都合をなくすこ
とができるとともに、印刷装置固有の印刷設定を行うことができ、しかも、セキュリティ
上の問題なく、印刷装置に印刷を行わせることができる携帯端末装置となる。
【００２３】
　前項（１０）に記載の発明によれば、ユーザー操作に基づき、印刷装置側の印刷設定画
面により行われた印刷設定についての印刷設定プロファイルを印刷装置に作成し転送させ
ることができる。
【００２４】
　前項（１１）に記載の発明によれば、簡単な操作で第３のアプリケーションを起動させ
ることができ、印刷設定プロファイルとアドレス情報を転送することができる。
【００２５】
　前項（１２）に記載の発明によれば、第３のアプリケーションは、第１のアプリケーシ
ョンが起動中か否かを判断し、起動中でなければ、接続可能な印刷装置を検索し、検索し
た印刷装置の中からユーザーによって選択された印刷装置に対して印刷設定プロファイル
の転送要求を行うことができる。
【００２６】
　前項（１３）に記載の発明によれば、新たなアクセス先を簡単な操作で登録することが
できる。
【００２７】
　前項（１４）に記載の発明によれば、サーバーは属性情報により印刷設定プロファイル
と選択された印刷対象データを容易に関連付けることができる。
【００２８】
　前項（１５）に記載の発明によれば、印刷装置は、印刷可能状態であるときにサーバー
からの印刷ジョブを受信して、印刷を効率的に行うことができる。
【００２９】
　前項（１６）に記載の発明によれば、印刷設定とは別に印刷対象データのみをサーバー
から取得するために次のジョブの印刷設定を行うことができない、という不都合をなくす
ことができるとともに、印刷装置固有の印刷設定を利用することができ、しかも、セキュ
リティ上の問題なく、印刷装置に印刷を行わせることができる処理を、携帯端末装置に実
行させることができる。
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【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】この発明の一実施形態に係る印刷システムの全体構成図である。
【図２】印刷装置と携帯端末装置の電気的な構成を示すブロック図である。
【図３】クラウドサーバーの構成を示すブロック図である。
【図４】図１に示した印刷システムの全体動作を示すフローチャートである。
【図５】印刷設定画面を示す図である。
【図６】ウェブサーバーに転送される印刷設定プロファイルの一例を示す図である。
【図７】印刷対象データの選択画面を示す図である。
【図８】転送アプリケーションの起動操作を説明するための図である。
【図９】図８で説明した操作により転送アプリを起動させるときのフローチャートを示す
図である。
【図１０】転送アプリケーションによる印刷装置の検索等の処理を示すフローチャートで
ある。
【図１１】図１０の処理による検索結果の表示画面である。
【図１２】携帯端末装置に登録される印刷装置についての情報の一例を示す。
【図１３】転送アプリに基づいて行われる、リモートアプリケーション及び／またはサー
バーへのアクセス用ブラウザの登録処理を示すフローチャートである。
【図１４】リモートアプリケーション及び／またはサーバーへのアクセス用ブラウザにつ
いての登録情報の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下、この発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００３２】
　図１は、この発明の一実施形態に係る印刷システムの全体構成図である。この印刷シス
テムは、印刷装置１と、スマートフォンやタブレット端末等からなる携帯端末装置２と、
クラウドサーバー３等を備え、これらの印刷装置１と携帯端末装置２と携帯端末装置３は
、無線ＬＡＮルータやネットワークを介して相互に接続可能となされている。
【００３３】
　この実施形態では、印刷装置１としてコピー機能、プリント機能、スキャン機能、ファ
クシミリ機能等を備えた多機能デジタル画像形成装置であるＭＦＰ（Multi Function Per
ipherals）が用いられている。以下、印刷装置をＭＦＰとも記す。また、携帯端末装置を
携帯端末とも記す。
【００３４】
　図１の印刷システムでは、携帯端末２のユーザーが、ＭＦＰ１が保有する印刷設定画面
を携帯端末２に表示して印刷設定を行う。この際、携帯端末２が、その印刷設定について
の印刷設定プロファイルの作成及び携帯端末２への転送要求と、ＭＦＰ１のＩＰアドレス
の転送要求をＭＦＰ１に対して行うと（図１の丸数字１）、ＭＦＰ１は印刷設定プロファ
イルを作成するとともに、その作成した印刷設定プロファイルと自身のＩＰアドレス等を
携帯端末２に送信する（丸数字２）。
【００３５】
　携帯端末２は、転送されてきた印刷設定プロファイルと自身のＩＰアドレス等を、サー
バー３に転送する（丸数字２）。一方、携帯端末２のユーザーは、携帯端末２からサーバ
ー３にログインして、サーバー３に保存されているデータの中から印刷対象データを選択
する。サーバー３は、選択された印刷対象データと印刷設定プロファイル等をＭＦＰ１に
送信する（丸数字４）。ＭＦＰ１はサーバー３から受信した印刷対象データを、添付の印
刷設定プロファイルに示される印刷設定に従って印刷する。
【００３６】
　図２は、前記ＭＦＰ１と携帯端末２の電気的な構成を示すブロック図である。
【００３７】
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　ＭＦＰ１は、ＣＰＵ１０１、ＲＯＭ１０２、ＲＡＭ１０３，スキャナ部１０４、プリン
ト部１０５、記憶部１０６、操作パネル部１０７、ＷＩＦＩ（Wireless Fidelity）モジ
ュール１０９、ＬＡＮ（Local Area Network）コントローラ１１０、ＵＳＢインターフェ
ース（ＵＳＢＩ／Ｆ）１１１等を備えている。
【００３８】
　前記ＣＰＵ１０１は、ＲＯＭ１０２等に記憶された動作プログラムに従って動作するこ
とにより、ＭＦＰ１の全体を統括的に制御するものである。例えば、ＭＦＰ１の各種機能
を使用可能に制御するほか、この実施形態では、携帯端末２からの要求に基づいて、自装
置の操作画面を構成し携帯端末２にリモート画面として表示させるための画面データを携
帯端末２に送信したり、携帯端末２からの要求に基づいて、携帯端末２を介して行われた
自装置の印刷設定についての印刷設定プロファイルを作成するとともに、作成した印刷設
定プロファイルと自身のＩＰアドレス等を、携帯端末２に送信する。また、サーバー３か
ら印刷ジョブが送られてきたときに印刷を実行する。
【００３９】
　前記ＲＯＭ１０２は、ＣＰＵ１０１の動作プログラム等を記憶するメモリであり、ＲＡ
Ｍ１０３はＣＰＵ１０１が動作プログラムに従って動作するときの作業領域を提供するメ
モリである。
【００４０】
　前記スキャナ部１０４は、図示しないプラテンガラス上にセットされた原稿や、同じく
図示しない自動原稿搬送装置にセットされた原稿の画像を読み取って、電子データである
画像データを出力するものである。
【００４１】
　前記プリント部１０５は、スキャナ部１０４により読み取られた原稿の画像データや、
携帯端末２等から送信されたプリントデータを、用紙に印刷するものである。
【００４２】
　前記記憶部１０６は、各種のデータやアプリケーション等を記憶するものであり、ハー
ドディスク装置などが用いられている。特に、この実施形態では、操作パネル部１０７に
表示される各種の操作画面の表示用データ（画面データ）が記憶されており、ユーザーの
操作に応じた操作画面の画面データがＣＰＵ１０１によって記憶部１０６から呼び出され
、操作パネル部１０７に表示されたり、携帯端末２に送信される。また、スキャナ部１０
４で読み取られた画像データからなる文書ファイルや、外部装置から送信された文書ファ
イル等の複数のファイルも保存されている。
【００４３】
　操作パネル部１０７は、ＭＦＰ１を操作したりユーザーにメッセージ等を表示するもの
であり、スタートキー、ストップキー、リセットキー、テンキー等の機械的なハードウェ
アキーを有するキー部１０７ａと、タッチ入力操作が可能な液晶等のタッチパネルを備え
た表示部１０７ｂを備えている。タッチ操作は通常、タッチした指の数や指の移動に応じ
て操作内容を規定するジェスチャ操作によって行われる。ジェスチャ操作としては１本の
指をタッチさせて行うシングルタッチ操作や、複数本の指をタッチさせて行うマルチタッ
チ操作がある。シングルタッチ操作の一例として、画面を引き出したりスクロール（ペー
ジ送りやページ戻し）するためのフリック操作、画面をスライドさせるためのスライド操
作を例示でき、マルチタッチ操作の一例として、画像の変倍（拡大または縮小）や回転等
を指示するためのピンチイン操作、ピンチアウト操作などを例示できる。
【００４４】
　前記ＷＩＦＩモジュール１０９は、携帯端末２と無線接続するためのインターフェース
であり、前記ＬＡＮコントローラ１１０は、パーソナルコンピュータや他のＭＦＰ等の外
部装置との間の通信を制御するものである。
【００４５】
　前記ＵＳＢインターフェース１１１は携帯端末２と有線接続するためのインターフェー
スである。
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【００４６】
　一方、携帯端末２には、スマートフォン、タブレット端末、電子ペーパー等が用いられ
る。携帯端末２は、ＣＰＵ２０１、ＲＡＭ２０２、記憶部２０３、表示部２０４ａ、操作
部２０４ｂ、ＷＩＦＩモジュール２０５、ＬＡＮコントローラ２０６、ＵＳＢインターフ
ェース２０７、ＭＦＰリモート処理部２０８、サーバー処理部２０９、転送要求処理部２
１０等を備えている。
【００４７】
　前記ＣＰＵ２０１は、携帯端末２の全体を統括的に制御するものであり、基本ソフトウ
ェアであるＯＳ（Operating System）や、後述する各種のアプリケーションあるいは汎用
アプリケーションに従って動作する。
【００４８】
　前記ＲＡＭ２０２は、ＣＰＵ２０１が動作プログラムに従って動作するときの作業領域
となるメモリである。
【００４９】
　前記記憶部２０３は、各種のデータやアプリケーション等を記憶するものであり、ハー
ドディスク装置などが用いられている。この実施形態では、ＭＦＰ１から送信されたリモ
ート画面表示用データ、基本ＯＳ、アプリケーション等のプログラムを記憶している。な
お、以下の説明ではアプリケーションを単にアプリともいう。
【００５０】
　前記表示部２０４ａは液晶等のデバイスからなり、操作部２０４ｂは表示部２０４ａに
設けられ、タッチ入力操作が可能なタッチパネルからなる。タッチ操作はＭＦＰ１の場合
と同様に、通常は、タッチした指の数や指の移動に応じて操作内容を規定するジェスチャ
ー操作によって行われる。ジェスチャ操作としてはシングルタッチ操作やマルチタッチ操
作があり、シングルタッチ操作の一例としてフリック操作やスライド操作を例示でき、マ
ルチタッチ操作の一例としてピンチイン操作、ピンチアウト操作などを例示できる。
【００５１】
　前記ＷＩＦＩモジュール２０５は、携帯端末２をＭＦＰ１と無線接続するためのインタ
ーフェースであり、前記ＬＡＮコントローラ２０６は、ユーザー端末等の外部装置との間
の通信を制御するものである。また、前記ＵＳＢインターフェース２０７は、携帯端末装
置２をＭＦＰ１と有線接続するためのインターフェースである。
【００５２】
　前記ＭＦＰリモート処理部２０８は、ＭＦＰ１のプリント機能等を携帯端末装置２から
使用できるようにするためのものである。具体的には、ＭＦＰ１のプリント機能等を使用
するためにＭＦＰ１の操作パネル部１０７に表示される例えば印刷設定画面等の操作画面
と同じ操作画面を再生するための画面データをＭＦＰ１から受信し、前記操作画面をリモ
ート画面として表示部２０４に表示したり、リモート画面に表示された操作ボタン等をユ
ーザーが押下したときに、画面上の操作位置の座標を検出して操作情報としてＭＦＰ１に
送信する。ＭＦＰ１は前記操作位置の座標を解析することにより、ユーザーの操作指示を
特定し、操作指示に応じた動作を実行する。このＭＦＰリモート処理部２０８は、ＣＰＵ
２０１がリモートアプリを実行することによりそれらの機能が実現される。
【００５３】
　前記サーバー処理部２０９は、サーバー３にログインしてサーバー３に保存されている
複数の印刷対象データの中から、ユーザーに所望のデータを選択させ、その選択情報をサ
ーバー３に通知するものであり、ＣＰＵ２０１がウェブブラウザに従って動作することに
よりその機能が実現される。
【００５４】
　前記転送処理部２１０は、ＭＦＰリモート処理部２０８により表示部２０４ａに表示さ
れた印刷設定画面でユーザーが印刷設定を行い、この印刷設定を示す情報がＭＦＰ１に送
信されたときに、前記印刷設定についての印刷設定プロファイルの作成をＭＦＰ１に要求
するとともに、作成された印刷設定プロファイルとＭＦＰ１のＩＰアドレスを携帯端末２
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へ転送するように要求する。そして、転送されてきた印刷設定プロファイルとＩＰアドレ
スは、属性情報を付してサーバー３へ転送する等の処理を実行するが、詳細な説明は後述
する。この転送処理部２１０は、ＣＰＵ２０１が転送アプリに従って動作することにより
その機能が実現される。
【００５５】
　図３は、クラウドサーバー３の構成を示すブロック図である。サーバー３はパーソナル
コンピュータからなり、携帯端末２から転送された印刷プロファイル等を保存すると共に
、携帯端末２からユーザーによって選択された印刷対象データと前記印刷プロファイル等
を、ＭＦＰ１に送信する。
【００５６】
　図３に示すように、サーバー３は、ＣＰＵ３１、ＲＯＭ３２、ＲＡＭ３３、記憶部３４
、表示装置３５、入力装置３６、ネットワークインターフェース部（ネットワークＩ/F部
）３７等を備え、システムバス３８を介して互いに接続されている。
【００５７】
　ＣＰＵ３１は、ＲＯＭ３２に保存されているプログラムを実行することにより、サーバ
－２の全体を統括的に制御する。ＲＯＭ３２は、ＣＰＵ３１が実行するためのプログラム
やその他のデータを保存する記憶媒体である。ＲＡＭ３３は、ＣＰＵ３１が動作用プログ
ラムに従って動作する際の作業領域を提供する記憶媒体である。
【００５８】
　記憶部３４は、ハードディスク等の記憶媒体からなり、複数の印刷対象データを保存し
、さらには携帯端末２から送信された印刷設定プロファイルその他のデータを保存する。
【００５９】
　表示装置３５は、ＣＲＴや液晶表示装置等からなり、各種のメッセージ及びユーザに対
する入力受付画面、選択画面等を表示する。
【００６０】
　入力装置３６は、ユーザによる入力操作に用いられるもので、キーボードやマウス等か
らなる。
【００６１】
　ネットワークインターフェース部３７は、携帯端末２や印刷装置１や他の外部機器との
間で、ネットワークを介してデータの送受信を行う通信手段として機能する。
【００６２】
　次に、図１に示した印刷システムの全体動作を、図４のフローチャートを参照して説明
する。なお、各装置の動作は、各装置のＣＰＵが動作プログラムやアプリケーションに従
って動作することにより実行される。
【００６３】
　携帯端末２のユーザー操作に基づいて、ブラウザが起動してクラウドサーバー３にログ
インするとともに、リモートアプリが起動してＭＦＰ１の操作画面（以下、リモートパネ
ルともいう）を表示する（ステップＳ１１）。
【００６４】
　次いで、ユーザーが転送アプリを起動すると、図５に示すように、印刷設定を促す印刷
設定画面がリモートアプリに基づいて表示部２０４ａに表示される（ステップＳ１２）。
印刷設定画面には、用紙サイズ、カラー印刷かモノクロ印刷か、片面印刷か両面印刷か等
の設定項目が表示され、ユーザーは所望の印刷設定を行う。また、実行ボタン２３１が押
されると、設定内容がＭＦＰ１に送信され、キャンセルボタン２３２が押されると、設定
がキャンセルされる。
【００６５】
　ユーザーはリモートパネル上で印刷設定を行い、実行ボタン２３１を押すと、この設定
が受け付けられ、設定情報がＭＦＰ１に送信される（ステップＳ１３）。また、実行ボタ
ン２３１の押下をトリガとして、転送アプリは印刷設定プロファイルの作成及び、作成し
た印刷設定プロファイルの携帯端末２への転送を、ＭＦＰ１に要求する（ステップＳ１４
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）。併せて、ＭＦＰ１のＩＰアドレスの転送も要求する。
【００６６】
　ＭＦＰ１は携帯端末２から印刷設定についてのデータを受け取ると、これを解析して印
刷設定を特定するとともに、携帯端末２からの要求に基づき、印刷設定プロファイルを作
成したのち、作成した印刷設定プロファイルを携帯端末２に転送する（ステップＳ１）。
この際、自身のＩＰアドレスと暗号化キーを印刷設定プロファイルに付加して、携帯端末
２に転送する。暗号化キーは、特に限定されないが、例えば通し番号に日付を付加したも
のを挙げることができる。
【００６７】
　携帯端末２は、ＭＦＰ１からＩＰアドレスと暗号化キーが付加された印刷設定プロファ
イルを受信すると（ステップＳ１５）、その印刷設定プロファイルをサーバー３に転送す
る（ステップＳ１６）。この際に、ＭＦＰ１を示す情報と、転送した印刷設定プロファイ
ルを特定するための属性情報も併せて送信する。属性情報は印刷設定プロファイルを識別
し特定できるものであれば限定されることはなく、例えば通し番号などが挙げられる。
【００６８】
　図６に、クラウドサーバー３に転送される印刷設定プロファイルの一例を示す。この印
刷設定プロファイルには、「ＭＦＰ－００１」というＭＦＰ１を示すＩＤと、暗号化キー
と、ＩＰアドレスと、属性情報が、印刷設定に付加されていることがわかる。
【００６９】
　次に、ユーザーは、既にログインしているサーバー３の印刷対象データの保存フォルダ
にアクセスし、図７に示す選択画面上で、印刷を希望するデータを選択し、実行ボタン２
４１を押す。すると、選択された印刷対象データを特定するための選択情報と、印刷実行
指示と、印刷設定プロファイルの転送時に付加した属性情報と同一の属性情報が、携帯端
末２からサーバー３に送信される（ステップＳ１７）。
【００７０】
　クラウドサーバー３は、携帯端末２から、まず印刷設定プロファイルを受信するが（ス
テップＳ２１）、この受信した印刷設定プロファイルは、記憶部３４の予め設定された印
刷用記憶領域に保存される。さらに、携帯端末２から、選択情報と印刷実行指示と属性情
報を受信するが（ステップＳ２２）、選択情報に基づいて印刷対象データを特定し、この
印刷データを印刷設定プロファイルと関連付ける。関連付けは、印刷設定プロファイルに
付加された属性情報と、選択情報等とともに送信された属性情報の照合に基づいて行われ
る。
【００７１】
　次に、クラウドサーバー３は、選択された印刷対象データと関連付けられた印刷設定プ
ロファイルに付加されているＭＦＰ１のＩＰアドレスにログインする（ステップＳ２３）
。
【００７２】
　ＭＦＰ１がログイン可能をサーバー３に応答すると（ステップＳ２）、サーバー３は、
選択された印刷対象データとこれに関連付けられた印刷設定プロファイルを含む印刷ジョ
ブを、ＭＦＰ１に送信する（ステップＳ２４）。
【００７３】
　ＭＦＰ１はサーバー３からの印刷ジョブを受信したのち、自身が印刷設定プロファイル
を携帯端末２に転送したときに付加した暗号化キーと、サーバー３から送信された印刷設
定プロファイルに付加されている暗号化キーを照合することにより、自身が作成した印刷
設定プロファイルかどうかを判断する（ステップＳ３）。
【００７４】
　そして、自身が作成した印刷設定プロファイルであれば、印刷設定プロファイルに記載
されている印刷設定を、自身の印刷設定に反映させた後（ステップＳ４）、印刷を行う（
ステップＳ５）。なお、自身が作成した印刷設定プロファイルでなければ、その旨をサー
バー３に返信する。この場合は印刷は行われない。
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【００７５】
　このように、この実施形態では、携帯端末２でのユーザー操作に基づき、ＭＦＰ１側の
リモート画面である印刷設定画面により行われた印刷設定が、携帯端末２の要求により、
ＭＦＰ１で印刷設定プロファイルとして作成され、ＭＦＰ１のアドレス情報とともに携帯
端末２に転送され、さらにサーバー３に転送される。一方、携帯端末２は、ユーザーの操
作に基づいて、サーバー３に保存されている１個または複数個の印刷対象データの中から
印刷対象データを選択し、選択された印刷対象データを印刷設定プロファイルによる印刷
設定で印刷するための印刷指示をサーバー３に対して行う。サーバー３は、印刷対象デー
タと携帯端末２から転送された印刷設定プロファイルを含む印刷ジョブを、携帯端末２か
ら転送されたアドレス情報で示されるＭＦＰ１へ送信し、ＭＦＰ１は、サーバー３から送
信されてきた印刷ジョブを受信し、受信した印刷ジョブに含まれる印刷対象データを、印
刷ジョブに含まれる印刷設定プロファイルに示される印刷設定にて印刷する。
【００７６】
　従って、ＭＦＰ１は、印刷設定プロファイルを含む印刷ジョブがサーバー３から受信し
たときに印刷を行えば良く、印刷設定とは別に印刷対象データのみをサーバー３から取得
するために次のジョブの印刷設定を行うことができない、という不都合はなくなる。
【００７７】
　また、ＭＦＰ１側の印刷設定画面を用いて印刷設定が行われ、ＭＦＰ１はこの印刷設定
のプロファイルを作成するから、ＭＦＰ１固有の印刷設定を利用することができる。しか
も、携帯端末２に記憶されている認証情報を印刷装置に通知する必要もないので、セキュ
リティ上の問題がなくなる。
【００７８】
　ところで、ＭＦＰ１へ印刷設定プロファイルの作成及び転送要求を行う転送アプリの起
動は、この実施形態では、図８に示すように、携帯端末２の表示部２０４ａに表示された
リモートアプリのアイコン２２１をタッチして移動（ドラッグ）させ、ブラウザのアイコ
ン２２２に重ねた後、所定の起動操作が行われたときに起動するようになっている。所定
の起動操作としては、アイコン２２１のドロップ操作やピンチイン操作等を挙げることが
できる。このような操作により、転送アプリを簡単に起動することができる。
【００７９】
　図９は、上記のような操作により転送アプリを起動させるときのフローチャートを示す
ものである。
【００８０】
　ステップＳ３１で、ユーザー操作に基づいて、ブラウザを起動してクラウドサーバー３
にログインするとともに、リモートアプリが起動する。
【００８１】
　ステップＳ３２では、リモートアプリアイコン２２１がドラッグされるのを待ち（ステ
ップＳ３２でＮＯ）、ドラッグされると（ステップＳ３２でＹＥＳ）、ステップＳ３３で
、ドラッグ中のアイコン２２１のＸＹ座標の識別を開始する。
【００８２】
　次いで、ステップＳ３４で、リモートアプリアイコン２２１のＸＹ座標が、ブラウザア
イコン２２２のＸＹ座標と等しいか否か、つまりリモートアプリアイコン２２１とブラウ
ザアイコン２２２が重なったかどうかを判断する。
【００８３】
　重ならなければ（ステップＳ３４でＮＯ）、重なるのを待ち、重なると（ステップＳ３
４でＹＥＳ）、ステップＳ３５でドロップ操作がなされたかどうかを判断する。ドロップ
操作がなされなかった場合（ステップＳ３５でＮＯ）、ステップＳ３６で、ピンチイン操
作がなされたかどうかを判断する。ピンチイン操作がなされなかった場合（ステップＳ３
６でＮＯ）、ステップＳ３５に戻る。
【００８４】
　ドロップ操作がなされた場合（ステップＳ３５でＹＥＳ）、またはピンチイン操作がな
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された場合は（ステップＳ３６でＹＥＳ）、ステップＳ３７で、印刷プロファイル転送モ
ジュールを起動する。このモジュールは、転送アプリの中核をなすもので、バックグラン
ドでＭＦＰ１に印刷プロファイルの作成・転送要求を行い、あるいはサーバー３に印刷プ
ロファイルの転送を行う。
【００８５】
　この実施形態では、リモートアプリ等が起動していない場合、転送アプリは自ら接続可
能なＭＦＰ１の検索を行ったり、リモートアプリやウェブブラウザ等を新たに登録する機
能をも有している。
【００８６】
　図１０は、転送アプリによるＭＦＰ１の検索等の処理を示すフローチャートである。
【００８７】
　ユーザーが転送アプリを起動すると、ステップＳ４１で、実行中のアプリを管理するプ
ロセス管理部に実行中のアプリを問い合わせ、ステップＳ４２では、実行中のアプリにリ
モートアプリが存在しているかどうかを判断する。存在していれば（ステップＳ４２でＹ
ＥＳ）、ステップＳ４３で実行中の１個または複数個のリモートアプリを表示する。ステ
ップＳ４４で、ユーザーの選択操作に基づいてリモートアプリを選択すると、ステップＳ
５０で印刷プロファイル転送モジュールを起動する。
【００８８】
　ステップＳ４２で、実行中のアブにリモートアプリが存在していなければ（ステップＳ
４２でＮＯ）、ステップＳ４５で、接続可能なＭＦＰ１の有無を検索する。図１１に検索
結果の表示画面を示す。この実施形態では、３台のＭＦＰが検索された状態を示している
。
【００８９】
　ステップＳ４６では、ユーザーの選択操作に基づいて、接続可能なＭＦＰの中からいず
れかを選択したのち、ステップＳ４７で、携帯端末２と選択したＭＦＰ１との間で近距離
無線通信（ＮＦＣ：Near Field Communication）を行い、ＭＦＰ１から情報を取得する。
【００９０】
　次いで、ステップＳ４８で、携帯端末２の記憶部２０３にそのＭＦＰ１に関する情報を
登録する。図１２に登録されるＭＦＰ１についての情報の一例を示す。この例では、ＭＦ
Ｐ１のＩＤ、ＩＰアドレス、暗号化キー、通信方法等が登録される。そして、ステップＳ
４９で印刷プロファイル転送モジュールを起動する。
【００９１】
　印刷プロファイル転送モジュールの起動後は、ステップＳ４６でユーザーにより選択さ
れたＭＦＰに対して、印刷設定プロファイルの転送要求が送信される。ＭＦＰ１は印刷設
定プロファイルを作成し、自身のＩＰアドレス、暗号キーを付加して携帯端末２に転送す
る。この場合、ＭＦＰ１で作成される印刷設定プロファイルは、ＭＦＰ１が有するデフォ
ルトの印刷設定のプロファイルでもよいし、ユーザーがＭＦＰ１で予め行っていた印刷設
定のプロファイルでもよい。
【００９２】
　携帯端末２に転送されてきた印刷設定プロファイルは、クラウドサーバー３に属性情報
と共に転送され、クラウドサーバー３に記憶される。
【００９３】
　一方、携帯端末２においてユーザーがウェブブラウザを起動し、ユーザーが印刷対象デ
ータを選択するとその選択情報と属性情報がクラウドサーバー３に送信される。
【００９４】
　クラウドサーバー３は、属性情報を基に選択された印刷対象データと印刷設定プロファ
イルを関連付けるとともに、関連付けられた印刷対象データと印刷設定プロファイルをＭ
ＦＰ１に送信し、これを受信したＭＦＰは印刷設定プロファイルに示される印刷設定で、
印刷対象データを印刷する。
【００９５】
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　図１３は、転送アプリに基づいて行われる、リモートアプリ及び／またはサーバー３へ
のアクセス用ブラウザの登録処理を示すフローチャートである。
【００９６】
　ユーザーが転送アプリを起動すると、ステップＳ４９で、実行中アプリ管理部に対し、
転送アプリに登録しているアプリＩＤを投げ、照合をとり、ステップＳ５０で、実行中の
アプリの中に転送アプリに登録されているリモートアプリやブラウザが存在しているかど
うかを判断する。存在していれば（ステップＳ５０でＹＥＳ）、ステップＳ５１で、登録
されている実行中のリモートアプリ、ブラウザをリスト表示し、ユーザーにいずれかのリ
モートアプリとブラウザを選択させたのち、ステップＳ５８で、印刷プロファイル転送モ
ジュールを起動する。
【００９７】
　ステップＳ４２で、実行中アプリの中に転送アプリに登録されているリモートアプリ、
ブラウザが存在していない場合（ステップＳ５０でＮＯ）、実行中のアプリは転送アプリ
に登録されているアクセス先にアクセスしていないから、ステップＳ５２で、アプリ（そ
のアクセス先を含む）を登録するか否かをユーザーに問い合わせる。登録しなければ（ス
テップＳ５２でＮＯ）、処理を終了する。登録する場合（ステップＳ５２でＹＥＳ）、ス
テップＳ５３で、それがリモートアプリかどうかを判断する。リモートアプリであれば（
ステップＳ５３でＹＥＳ）、ステップＳ５４で、ＭＦＰ１のシステム設定からＩＰアドレ
スとパスワード種別を読み取った後、ステップＳ５５で、ＩＰアドレスとパスワード種別
を転送アプリのメモリに登録し、かつＩＤナンバーを割り当てる。そして、ステップＳ５
８で、印刷プロファイル転送モジュールを起動する。
【００９８】
　ステップＳ５３で、リモートアプリでなければ（ステップＳ５３でＮＯ）、ステップＳ
５６でウェブブラウザであるかどうかを判断し、ウェブブラウザでなければ（ステップＳ
５６でＮＯ）、処理を終了する。ウェブブラウザであれば（ステップＳ５６でＹＥＳ）、
ステップＳ５７で、ウェブブラウザの名前とウェブブラウザがアクセスしているＵＲＬ等
のアクセス先を読み取った後、ステップＳ５８で、アクセス先等を記憶部２０３に登録し
、かつＩＤナンバーを割り当てる。そして、ステップＳ５９で、印刷プロファイル転送モ
ジュールを起動する。
【００９９】
　図１４に、記憶部２０３に登録される情報の一例を示す。この例では、ブラウザのＩＤ
、ブラウザの種類、ＵＲＬ、印刷設定プロファイルの保存場所等が登録されている。
【０１００】
　印刷プロファイル転送モジュールの起動後は、図４の実施形態で説明したのと同じ動作
が行われる。つまり、表示部２０４ａには、ＭＦＰ１の印刷設定画面が表示され、ユーザ
ーが印刷設定を行って実行ボタン２３１を押すと、ＭＦＰ１で印刷設定プロファイルが作
成され、自身のＩＰアドレス、暗号キーが付加された印刷設定プロファイルが携帯端末２
に転送され、さらにクラウドサーバー３に属性情報と共に転送され、クラウドサーバー３
に記憶される。
【０１０１】
　一方、携帯端末２においてユーザーが印刷対象データを選択するとその選択情報と属性
情報がクラウドサーバー３に送信される。
【０１０２】
　クラウドサーバー３は、属性情報を基に選択された印刷対象データと印刷設定プロファ
イルを関連付けるとともに、関連付けられた印刷対象データと印刷設定プロファイルをＭ
ＦＰ１に送信し、これを受信したＭＦＰは印刷設定プロファイルに示される印刷設定で、
印刷対象データを印刷する。
【０１０３】
　以上、本発明の一実施形態を説明したが、本発明は上記実施形態に限定されることはな
い。例えば、携帯端末２でユーザーが印刷対象データを選択して印刷実行指示をサーバー
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３に送信したが、ＭＦＰ１が印刷可能となるまで携帯端末２からの印刷実行指示を行わな
い構成としてもよい。
【０１０４】
　即ち、ＭＦＰ１は自信が印刷可能な状態になると携帯端末２にその旨を通知する。携帯
端末２は、ＭＦＰ１から通知された印刷可能状態であることを示すアイコンを表示部２０
４ａに表示するとともに、ユーザーによってアイコンが操作されたときに、サーバー３に
印刷ジョブのＭＦＰ１への転送、つまり印刷実行を指示する。これにより、ＭＦＰ１によ
る印刷を効率的に行うことができる。
【０１０５】
　また、リモートアプリによりＭＦＰ１の印刷設定画面をリモート画面として携帯端末２
に表示し、この印刷設定画面で印刷設定を行う場合を説明したが、ウェブブラウザでＭＦ
Ｐ１にアクセスし、印刷設定画面を呼び出して印刷設定を行う構成であってもよい。
【符号の説明】
【０１０６】
　１　　　印刷装置
　２　　　携帯端末装置
　３　　　クラウドサーバー
　２０１　ＣＰＵ
　２０３　記憶部
　２０４ａ　表示部
　２０４ｂ　操作部
　２０５　　ＷＩＦＩモジュール
　２０８　　ＭＦＰ処理部
　２０９　　サーバー処理部
　２１０　　転送処理部
【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】

【図１２】
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